
筑波大学附属
桐が丘特別支援学校

肢体不自由教育における深い学びの実現を目指した授業づくり

第55回 肢体不自由教育実践研究協議会

～授業づくりの土台～

■ 本件問い合わせ先 ■

※12月頃に二次案内をお届けいたします。申し込み開始は、12月中旬頃を予定しております

筑波大学附属桐が丘特別支援学校
TEL ： ０３－３９５８－０１８１
E-Mail ： kyougikai@kiri-s.tsukuba.ac.jp

現行学習指導要領においては、すべての児童生徒に「主体的・対話的で深い学び」を実現し、資質・能力を
育成することが求められています。しかしながら、その実現はいまだ「道半ば」とされています。
肢体不自由教育では、障害特性や発達の段階等、一人一人の実態を丁寧に捉えることが不可欠です。その
上で、各教科の特質に応じて育みたい資質・能力を明確にし、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業
改善を図る必要があります。これらは授業づくりにおいて従前より大切にされてきましたが、学習指導要領の
理念の深化・実装に向け、確実に継承すべきと考えます。
本研究協議会では、当校の授業改善の成果を公開授業や映像等を通して広く共有し、肢体不自由教育に
おける授業づくりについて学び合いたいと考えております。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

場 所 筑波大学附属桐が丘特別支援学校 〒１７３-0037  東京都板橋区小茂根2-1-12

参 加 費 1日参加 2,000円 両日参加 3,000円 ※学生は一律1,500円

期 日 令和９年

1月２９日(金) 1月30日(土)

公開授業

講演

授業づくり講座

講演

オンライン開催
（見逃し配信あり）

対面開催

当校ホームページ
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